
会 議 録（概要） 

 

会議の名称 
令和７年度 第１回 

史跡佐渡金銀山遺跡保存整備に関する専門家会議 

開催日時 令和８年２月２日（月）14 時 00 分開会 16 時 00 分閉会 

場所 オンライン併用による会議（佐渡市役所第２庁舎２-302 会議室） 

議題 

報告事項 

（１）佐渡金銀山遺跡（金山第二駐車場）の落石対策について 

（２）暴風に伴う被害状況について 

協議事項 

（１）中尾変電所防災設備実施設計について 

（２）金子勘三郎家住宅（牛納屋）保存修理工事について 

（３）史跡佐渡金銀山遺跡整備基本計画の見直しについて 

（４）史跡佐渡奉行所跡整備事業について 

会議の公開・非公開 

（非公開とした場合

は、その理由） 

報告事項（１）（２）は公開 

協議事項（１）（２）は非公開 

※佐渡市情報公開条例第７条に定める公開しない情報について

審議するため。 

出席者 

参加者 

専門家 ６名 

オブザーバー 

 文化庁文化財第二課 主任文化財調査員 市原 富士夫 

新潟県観光文化スポーツ部文化課世界遺産室 

政策企画員      渡邊 裕之 

文化財調査員     本間 千尋 

 佐渡金銀山落石対策事業主体者 

  新潟県佐渡地域振興局農林水産振興部 

   副部長        吉津 浩司 

森林施設課 課長   石井 和博 

         課長代理 本間 拓也 

事務局 

観光文化スポーツ部世界遺産課 課長   正治 敏 

同             課長補佐 宇佐美 亮 

同 世界遺産係       主任   若林 篤男 

   同 文化スポーツ課博物館係 係長   大久保 省三 

      同          学芸員  本間 裕徳 

建設部建築住宅課       課長   大上 貴幸 

同      建築係    建築技師 山嵜 賢宏 

受託業者 １名 



会議資料 別紙のとおり 

傍聴人の数 ３人 

備考  



会議の概要（発言の要旨） 

発言者 議題・発言・結果等 

世界遺産課 

正治課長 

 

佐渡地域振興局 

石井課長 

 

専門家 

佐渡地域振興局 

石井課長 

 

世界遺産課 

若林主任 

 

専門家 

世界遺産課 

宇佐美課長補佐 

 

 

世界遺産課 

若林主任 

受託業者 

 

専門家 

世界遺産課 

若林主任 

 

世界遺産課 

若林主任 

 

 

専門家 

 

 

 

 

世界遺産課 

宇佐美課長補佐 

１．開会 

 

２．報告事項 

（１）佐渡金銀山遺跡（金山第二駐車場）の落石対策について説明 

 ・工事完了について報告した。 

 

〇質疑（概要） 

 ・落石箇所の岩質について質問があり、凝灰岩であると回答した。 

 

（２）暴風に伴う被害状況について説明 

・大間地区トラス橋の倒壊について説明した。 

 

〇質疑（概要） 

 ・近代構造物の保存対策と、橋台への被害の有無について質問が

あり、今後の保存に向けた検討の基礎資料として詳細測量を実

施済であることと、橋台へは被害が及んでいないと回答。 

 

３．協議事項 

（１）中尾変電所防災設備実施設計について説明 

 ・実施設計の進捗について説明し、専門家より意見を聴取した。 

 

○質疑（概要） 

 ・屋根修理の施工方法について意見があり、来年度、専門家の意 

見を取り入れながら修理方向を決定することを回答した。 

 

（２）金子勘三郎家住宅（牛納屋）保存修理工事について説明 

 ・部材の再利用や耐震補強等の方針について、専門家より意見を

聴取した。 

 

〇意見（概要） 

 ・再利用しない部材の廃棄の方針を検討するよう意見があった。 

 ・牛納屋修理後の、残りの敷地建物の修理スケジュール管理につ

いて意見があった。 

 

（３）史跡佐渡金銀山遺跡整備基本計画の見直しについて説明 

 ・令和２年から 11 年までの 10 年間の整備スケジュールの見直し

内容ついて、専門家より意見を聴取した。 



 

 

 

専門家 

世界遺産課 

宇佐美課長補佐 

 

文化スポーツ課 

大久保係長 

建築住宅課 

大上課長 

 

専門家 

 

 

 

専門家 

建築住宅課 

大上課長 

 

世界遺産課 

正治課長 

 

 

〇意見（概要） 

 ・事業進捗の遅れの原因について質問があり、財政面、入手困難

な材料の調達、職員の人員配置等の課題について回答した。 

  

（４）史跡佐渡奉行所跡整備事業について説明 

 ・整備方針と耐震予備診断結果について説明し、専門家より意見

を聴取した。 

 

 

〇意見（概要） 

 ・全体的な整備の方向性については承認いただいた。 

 ・展示計画について、来年度以降整理するよう意見があった。 

 

〇質疑 

 ・耐震補強案の再検証の必要性について意見があり、来年度、実 

施設計において構造の専門家からの意見を取り入れながら検討 

を進めることを回答した。 

 

４．閉会 

 

 

 


